
ニリンソウ（二輪草） 
キンポウゲ科イチリンソウ属（学名：Anemone �accida）

北海道から九州の湿潤な山野に自生す
る多年草で春山を代表する花のひと
つ。別名「ガショウソウ」。花期は4
～5月で、和名の由来にあるように
1本の茎から特徴的に2輪ずつ花
茎が伸び直径約2cm程度の白く可
憐な花を咲かせる。地下の根茎で繁
殖するため群落を作ることが多い。
若芽は山菜としても利用されるが、猛

毒のトリカブトと酷似していることから
注意が必要。（写真提供：佐藤利春）
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九
月
十
六
日（
金
）ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城
に

お
い
て
、
第
一
回
役
員
・
支
部
役
員
合
同
会
議
を
開
催
し
、
本

部
・
支
部
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
に
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

〔新会員紹介〕 R4.9.1～R4.10.31　【加入5社】入会者の公開範囲の選択により、広報紙等でご紹介できない会員、項目等があります。

佐藤　会長　挨拶

佐々木　塩釜税務署長　挨拶

組
織
委
員
長
　
鈴
木
　
貴
資

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
会
員
増
強
運
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
会
員
増
強
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
理
事

会
で
承
認
さ
れ
、
組
織
委
員
会
で
取
組
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
全
体
目
標
を
前
年
度
末
会
員
数
純
増
プ
ラ
ス
１
に
、

ま
た
、
役
員
は
一
人
一
社
以
上
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
会
員
増
強
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
は
、

今
後
開
催
さ
れ
る
支
部
役
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
本
部
・
支
部
役
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
員
の
皆
様

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
設
・
未
加
入
法
人
へ
の

勧
奨
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

動
き
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら

目
標
達
成
を
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
に
関
す
る
標
語
入
選
作
品

主
催
／
公
益
社
団
法
人
塩
釜
法
人
会 

塩
釜
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会

このほか、優秀賞20点、佳作100点が入選作品です。

しあおろん（同）
㈱スチールサポート
成和リアルティ㈱
㈲鎌内工務店
㈱鈴　正
加村設備工業㈱

多 賀 城
多 賀 城
多 賀 城
多 賀 城
七 ヶ 浜
利　　府

多賀城市八幡2‒22‒3
多賀城市新田字西後7‒8
多賀城市丸山1‒4‒41
多賀城市新田字南安楽寺61
七ヶ浜町東宮浜東兼田11‒9
利府町加瀬字男鹿島台27‒1

関　口　博　喜
加　藤　征　樹
古　山　貴　裕
鎌　内　新　一
内　布　浩　二

代　表　者 業　　種所　　在　　地名　　　　　称支　部
通所介護事業
建設業
不動産業
建築・土木業
建設業
管工事業

会
員
増
強
月
間
で
す

九
月
か
ら
十
二
月
は

鈴木　組織委員長　挨拶

  公益社団法人塩釜法人会会長賞

「税を知る　心がつくる　ゆたかな社会」
利府町立利府小学校　　　　　　　　

6年2組　横　山　　　晴

  塩釜間税会会長賞

「君の税　豊かな未来　切り開く」
塩竈市立杉の入小学校　　　　　　　

6年2組　鈴　木　翔　天

  塩釜地区租税教育推進協議会会長賞

「広げよう　社会を支える　税への意識」
多賀城市立多賀城小学校　　　　　　

6年1組　丸　山　里　桜

  塩釜税務署長賞

「未来図は　あなたの税で　光りだす」
利府町立しらかし台小学校　　　　　

6年1組　佐　藤　　　奨

最
優
秀
賞

「税を知り　みんなで笑顔　増やそうゼイ」
「税金は　みんなを支える　命綱」
「税金で　創るよ明るい　街・未来」
「税金は　豊かなまちの　第一歩」
「税金は　社会を動かす　エネルギー」
「税金の　未来のパズルを　つなげよう」
「税金で　笑顔が続く　国づくり」
「理解しよう　税の任組みと　大切さ」
「税金で　輝く未来を　手に入れよう」
「税金で　みんなでつくる　笑顔の輪」

塩竈市立第ニ小学校　6年1組　小　山　和　夕
多賀城市立多賀城東小学校　6年1組　齋　藤　貫　太
多賀城市立山王小学校　6年1組　野　沢　琥士郎
多賀城市立天真小学校　6年2組　酒　井　一　真
多賀城市立城南小学校　6年1組　阿　部　涼之介
多賀城市立城南小学校　6年2組　佐々木　悠　真
松島町立松島第五小学校　6年1組　酒　井　春　音
七ヶ浜町立松ヶ浜小学校　6年1組　星　　　咲太朗
七ヶ浜町立汐見小学校　6年2組　二階堂　美　央
利府町立利府第三小学校　6年1組　青　柳　向日葵
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 「
多
賀
城
で
活
躍
し
た
歴
史
上
の
人
物
と
は
」

　
今
回
は
、
多
賀
城
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
、

重
要
な
歴
史
上
の
人
物
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

古
代
多
賀
城
が
歴
史
に
登
場
す
る
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
に
わ
た
る
主
要
な
人
物
と
し

て
、
は
じ
め
に
揚
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
野
東

人
（
お
お
の
の
あ
ず
ま
ひ
と
）
と
藤
原
朝
獦

（
ふ
じ
わ
ら
の
あ
さ
か
り
）で
す
。

　
大
野
東
人
は
、
神
亀
元
年（
7
2
4
）に
多

賀
城
を
創
建
し
た
人
物
で
、
多
賀
城
に
と
っ

て
最
重
要
人
物
と
言
え
ま
す
。
按
察
使
（
あ

ぜ
ち
）兼
鎮
守
府
将
軍
と
し
て
天
平
9
年（
７

３
７
）
に
多
賀
城
と
出
羽
柵
の
連
絡
路
を
計

画
す
る
な
ど
、
東
北
経
営
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
礎
を
築
い
た
人
物
の
一
人
と

言
え
ま
す
。

　
藤
原
朝
獦
は
、
奈
良
時
代
に
政
治
の
実
権

を
握
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
四
男
と
し
て
生
ま

れ
、
父
の
仲
麻
呂
政
権
下
で
絶
大
な
力
を
背

景
に
陸
奥
守
、
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
を
兼
任

す
る
と
、
積
極
的
に
東
北
経
営
に
着
手
し
ま

す
。
朝
獦
は
、
陸
奥
側
に
桃
生
城
、
出
羽
側

に
雄
勝
城（
秋
田
県
）を
造
営
し
、
さ
ら
に
多

賀
城
と
秋
田
城
の
大
規
模
な
改
修
に
着
手
し

ま
し
た
。

　
上
記
の
多
賀
城
が
創
建
さ
れ
た
記
録
と
改

修
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
、
多
賀
城
南
門

の
北
側
に
建
立
さ
れ
た
（
国
重
要
文
化
財
）

「
多
賀
城
碑
」に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
百
済
王
敬
福
（
く
だ
ら
の
こ
に
き

し
き
ょ
う
ふ
く
）と
大
伴
家
持（
お
お
と
も
の

や
か
も
ち
）を
紹
介
し
ま
す
。

　
百
済
王
敬
福
は
、
百
済
国
の
王
族
の
子
孫

に
当
た
る
人
物
で
、
天
平
10
年（
7
3
8
）陸

奥
介（
陸
奥
国
の
次
官
）と
し
て
、
さ
ら
に
天

平
15
年
（
7
4
3
）
に
は
陸
奥
守
（
長
官
）
と

し
て
多
賀
城
に
赴
任
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
聖
武
天
皇
は
、
仏
教
の
力
で
国
を
治
め

よ
う
と
し
て
お
り
、
東
大
寺
の
大
仏
建
立
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
大
仏
に
塗
る
黄
金
が

不
足
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
平
21
年
（
７
４

9
）に
陸
奥
国
小
田
郡（
宮
城
県
涌
谷
町
）で

黄
金
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
都
に

届
き
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
聖
武
天
皇
の
喜
び
は
、
年
号
を

天
平
か
ら
天
平
感
宝
に
改
め
た
こ
と
や
陸
奥

守
で
あ
っ
た
百
済
王
敬
福
の
位
が
7
階
級
特

進
す
る
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
こ
と
か
ら
も

知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
知
ら
せ
を
越
中
国（
富
山
県
）で
聞
い

た
大
伴
家
持
は
、
黄
金
発
見
を
祝
し
た
歌
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
「
す
め
ろ
ぎ
の　
御
世
栄
え
む
と
東
な
る　

　
　
　
　
陸
奥
山（
み
ち
の
く
や
ま
）に　

　
　
　
　
　
　
　
　
金（
く
が
ね
）花
咲
く
」

　
大
伴
家
持
は
、
宝
亀
11
年（
7
8
0
）陸
奥

国
上
治
郡
の
長
官
で
あ
っ
た
伊
治
君
呰
麻
呂

の
乱
に
よ
り
多
賀
城
が
消
失
す
る
と
い
う
大

事
件
が
起
こ
り
、
そ
の
事
態
の
収
拾
の
た
め
、

延
暦
元
年（
7
8
2
）に
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍

に
任
命
さ
れ
、
同
3
年
に
は
持
節
征
討
将
軍

と
し
て
多
賀
城
へ
赴
任
し
ま
す
。
し
か
し
、

翌
年
8
月
28
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
家
持

は
、
官
人
で
あ
る
と
と
も
に
万
葉
歌
人
と
し

て
、
万
葉
集
に
最
も
多
く
の
歌
を
残
し
て
お

り
、
そ
の
編
者
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
伴
家
持
の
終
焉
の
地
と
し
て
、
家
持
を

顕
彰
す
る
た
め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
に

石
碑
と
万
葉
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
長
期
に
わ
た
る
蝦
夷
と
の

戦
争
状
態
を
終
結
に
導
い
た
坂
上
田
村
麻
呂
、

源
氏
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
光
源
氏
の
モ
デ

ル
の
一
人
と
さ
れ
て
お
り
、
地
元
に
「
大
臣

宮
」（
お
と
ど
の
み
や
）、「
融
ケ
岡
」（
と
お

る
が
お
か
）
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
源
融

（
み
な
も
と
の
と
お
る
）、
市
内
の
野
田
の
玉

川
に
架
か
る
思
惑（
お
も
わ
く
）の
橋
に
因
む

西
行
、
鎌
倉
時
代
に
奥
州
藤
原
氏
と
の
奥
州

合
戦
の
際
に
多
賀
国
府
に
立
ち
寄
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
源
頼
朝
、
江
戸
時
代
の
元
禄
2
年

に「
お
く
の
ほ
そ
道
」紀
行
で
壺
の
碑
と
対
面

し
て
感
動
し
た
様
子
を
紀
行
文
に
残
し
た
松

尾
芭
蕉
な
ど
多
賀
城
に
関
わ
っ
た
人
物
は
た

く
さ
ん
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
紙
面

の
関
係
上
、
古
代
に
限
定
し
て
主
な
人
物
の

み
紹
介
す
る
に
留
め
ま
し
た
。

Relay Talk
vol.45

明
日
へ

明
日
へ

リ
レ
ー
ト
ー
ク

（国重要文化財）多賀城碑 拓本

大伴家持歌碑（多賀城市文化センター内） 漆紙文書（百済王敬福）　山王遺跡出土

「
今
昔
を
通
し
た
多
賀
城
の
紹
介
」

（
6
回
シ
リ
ー
ズ
╱
４
回
）

七
ヶ
浜
町  
高
倉 

敏
明

　
間
も
な
く
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

を
迎
え
る „
多
賀
城
“の
歴
史
的
な
価

値
と
重
要
性
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、6

回
シ
リ
ー
ズ
で
多
賀
城
を
紹
介
し
ま
す
。

第
４
回
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消費税

適格請求書発行事業者の登録を受けるかの判断
□　売上先が適格請求書を必要とするか検討しましょう
　  ・消費者、免税事業者又は簡易課税制度を選択している課税事業者である売上先は、適格請求書を必要としません。
□　登録を受けた場合・受けない場合について検討しましょう
　  ・登録を受けると、登録を受けている間は、基準期間の課税売上高が1,000万円以下となっても、課税事業者として申告が必要とな
　    ります。（簡易課税制度を適用することで、事務負担の軽減を図ることができます。）
　  ・登録を受けない場合、適格請求書を交付できませんが、売上先は制度開始から6年間は一定の経過措置が適用できます（この期間の
　    終了後は仕入税額控除ができなくなります。）
□　登録を受ける場合は、登録申請手続をしましょう

登録を受ける場合の売手としての事前準備
□　取引ごとにどのような書類を交付しているか確認しましょう
　  ・雑収入等も含め、売上先が事業者である取引について適格請求書の交付が求められる取引かどうか確認しましょう
　  ・適格請求書は、請求書、領収書など名称は問いません。また、電子データでの提供や、手書きでの交付も可能です
　  ・都度「納品書」の交付か、月締め「請求書」の交付か、レシート・手書き領収書の交付があるかなど確認しましょう
□　登録している書類等につきどう見直せば適格請求書となるか検討しましょう
　  ・適格請求書は、登録番号、適用税率、消費税額等の記載が必要となります
　  ・消費税額に1円未満の端数が生じた場合、端数処理のルールがあります
　  ・相互に関連する複数の書類で記載事項を満たすことも可能です
　  ・売上先が作成する「仕入明細書」などにより支払を受けている場合、売上先は、これらの書類により仕入税額控除を適用することも
　    できます。この場合、改めて売上先への適格請求書の交付は不要です
　  ・何を適格請求書にするか、どう交付するか、システム改修等も含めて検討しましょう
□　登録を受けた旨（登録番号）、何を適格請求書とするか、その交付方法等について、必要に応じて売上先に伝えて、
　　認識を共有しましょう
□　適格請求書の写しの保存方法や売上税額の計算方法を検討しましょう
　  ・写しの保存は、コピーに限られません。電子データや一覧表形式、ジャーナル、複写式の控えなども認められます
　  ・売上税額の計算方法は、割戻し計算と積上げ計算があります
□　必要に応じて価格の見直しも検討しましょう
　  ・それまで免税事業者だった方は、商品やサービスの価格について消費税を加味して見直しましょう

登録を受ける場合の買手としての事前準備
□　簡易課税制度を適用するかを確認しましょう
　  ・簡易課税制度を適用する場合、仕入税額控除のために適格請求書の保存は不要です（この場合、以下の項目は検討不要）
□　自社の仕入れ・経費について適格請求書が必要な取引か検討しましょう
　  ・継続的でないような一度きりの取引や少額な取引も原則として適格請求書の保存が仕入税額控除の要件となります
　  ・3万円未満の公共交通機関による取引など適格請求書の保存が不要となる特例もあります
□　継続的な取引については、仕入先から受け取る請求書等が記載事項を満たしているか確認し、必要に応じて仕入
　　先とも相談しましょう
　  ・仕入先が適格請求書発行事業者の登録を受けるかどうか事前に確認しましょう
　  ・何が適格請求書となるかについて、仕入先との間で認識を統一しておくことが重要です
　  ・必要に応じて価格の見直し等を相談しましょう。価格の見直し等の相談を受けることもあります
□　受け取った請求書等をどのように保存・管理するか検討しましょう
　  ・請求書を、登録番号のありなしで区分して管理できるようにすることが重要です
　  ・免税事業者からの課税仕入れに係る経過措置の適用を受けるには、区分記載請求書の保存が必要です
□　帳簿への記載方法や仕入れ税額の計算方法を検討しましょう
　  ・仕入税額の計算方法は、積上げ計算と割戻し計算があります
　  ・適格請求書の保存が不要となる特例や免税事業者からの課税仕入れに係る経過措置の適用を受ける場合、その旨の記載が必要です

＜塩釜税務署よりお知らせ＞

適格請求書発行事業者の登録を受けるかの判断や、登録を受ける場合の事前準備などの参考としてください。

インボイス制度
インボイス制度への事前準備の基本項目チェックシートをご活用ください!

フリーダイヤル  0120-205-553（無料）　9：00～17：00（土日祝除く）
軽減・インボイスコールセンターでは、一般的なご質問にお答えします
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か
。
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、

ま
だ
ま
だ
以
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念
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来
年
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た
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て
お
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ま
す
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　「
法
人
ニ
ュ
ー
ス
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が
ま
」
で
は
た
く
さ
ん
の

情
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を
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載
し
て
お
り
ま
す
。
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か
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ご
愛

読
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た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
　
鈴 

木
　
洋 

市

塩
釜
法
人
会
は
、
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・

七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
管
内
の
約
1
0
0
0
社
の
会

社
・
事
業
者
が
加
入
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
。

法
人
会
に
加
入
し
て
知
識
と
人
脈
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

１　

各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
会
や
著
名
人
に
よ
る

　
　
　

講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

　

２　

経
営
者
や
従
業
員
も
利
用
で
き
る
福
利
厚

　
　
　

生
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

３　

多
種
多
様
の
経
営
者
と
の
出
会
い
が
、
新

　
　
　

た
な
仲
間
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
　
　

に
繋
が
り
ま
す
。

法
人
会
に
ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
、
ご
近
隣
や

お
知
り
合
い
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、
支
部
役
員

ま
た
は
事
務
局
に
ご
紹
介
下
さ
い
。

新
入
会
員
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

日時：2022年11月19日（土）
　　　午前10時15分～午後3時00分
場所：塩竈市公民館（視聴覚室）
問い合わせ先：TEL 022-356-8421

※
表
紙
写
真
提
供
／ 

一
般
社
団
法
人 

松
島
観
光
協
会

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
4
年

令
和
5
年

11月16日㈬

11月22日㈫

11月25日㈮

11月26日㈯

12月  6日㈫

12月13日㈫

12月15日㈭

1月19日㈭

1月20日㈮

1月24日㈫

1月25日㈬

年末調整説明会

東北六県連運営協議会

全国青年の集い沖縄大会

税に関する標語・絵はがき表彰式

第2回役員・支部役員合同会議

県連総務委員会

県連事務局長会議

県連　新春賀詞交歓会

全法連　新年賀詞交歓会

県連第3回青年の集い

新春講演会・交流会

10：00

14：00

15：00

14：00

14：00

16：00

15：00

13：00

17：00

15：30

マリンゲート塩釜3F

江陽グランドホテル

沖縄アリーナ

ホテルグランドパレス塩釜

ホテルグランドパレス塩釜

江陽グランドホテル

帝国ホテル

ホテルグランドパレス塩釜

これからのスケジュールこれからのスケジュール

新春講演会の開催案内

ホテルグランドパレス塩釜場  所

令和5年1月25日（水）
午後3時30分～5時00分

日  時

落語家  六花亭遊花 様講  師

なまって笑ってコミュニケーション
～民話や方言から、コミュニケーション術を学ぶ～

テーマ

活
動
フ
ォ
ト

レ
ポ
ー
ト経理担当者セミナー『絵はがきコンクール』

審査会
『税に関する標語』

審査会
新設法人説明会

♦
国
税
庁
長
官
表
彰

会
　
長
　
佐
藤  

仁
一
郎

（
㈱
ご
ん
き
や
）

♦
税
務
署
長
納
税
表
彰

副
会
長
　
星
　
　
信
男

（
㈱
T
A
S
K
）

理
　
事
　
渥
美
　
陽
一

（
㈲
渥
美
材
木
店
）

♦
優
良
申
告
法
人
表
敬

三
恵
商
事
㈱

「税を考える週間」
税理士による
無料税金相談

おめでとうございます
（敬称略）


